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指示があるまで、このベージをよく

んで待ちなさい。指示があるまで、

の問題用紙を開いてはいけません。

読

こ

受験に際しての注意

l F・l距 ,H祇は1ページ (■ llを なく,かい6ベージまでである.

2 問題の村容についての質問には い oさ い応しない。それ以外のことがらについて,れたいこ
とがあれば 千をあ|ナ で監

=を
に開くこと.

3 ‖I者の「はじめ |の 合口で始め 「やめJの 合図ですぐやめること.
4 Mtt■l和1が,Fれ山が■,た り 破ヤしたり 汚れたりした場合には 手をあげて監督者に申し||る
こと.

Ⅱ 解答記入上の注意
l すべてマーーク方式で,卜を記入すること.
2 マークは必ずHBの黒鉛筆を使,¬ Lで記入すること.ボールベン、万年筆、サインペン等を用
し・ でまいけない。

3 -度マークしたものを訂正するときには、プラスチック消しゴムで完全に消してからマークし
なお,こ と.消 して出たカス|よ されいにll、 っておくこと.

4 次の場合は、いずれも誤答となる力ヽ |,特に注首すること.
(1' マ ークの十卜方が悪/1・ ,た場合.u十にマーク‖1が■ ,つぶさオtていなか■,た り ,卜側に少

しでもはみ出した場合,

■ 円埋が要求している以上|=余分な答えをマークした場合.
13)マ ークすべきところ,ス外に「|をついたり ,う したりした場...1+に 粋内は泄・lに汚さない

こと.

Ⅲl 司正の場合の消し方か不 1分な場合.

Ⅲ 数学の受験に際して特に注意すべき点
]副・‐にま この間距用紙の余Ёを利Hlす ること."答用紙を司算に

'っ
てはいけない.

Ⅳ 氏名等の記入上の注意
l 問題用紙と

“

Attfllの両方のワi定 fllに  決字で氏名を 算用数十で受験番号をそれぞれ・L入す
ること.

2 解笞用紙の左口|にある受験TI号をマークすること.

氏 名

手臀
番号



FI次のアからオの|  ¬をうめなさい 答えは①から⑤の中から選びなさい
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□ 次の問いに答えなさい

(1)2次 方程式 (″ +2)2-6(■ +2)=7を解 くと″=―  ア ,□ である

(2)関数″=:〆 について,″ の変域が-2≦ ″≦4の とき クの客域は

ウ ≦ν≦EIエコである

の解は,∬ =| オ |ク =―  力 である

(4)ビ ーエを何人かの子供に配るのに 7個ずつ配ると余 りがなく, 9個ずつ配ると8個足

りなくなつた ビー玉の個数は キ | ク 個である

(5)3枚 の硬貨を同時に投げるとき,少なくとも 1枚は表が出る確率は

囲であな
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□ 下図のように△ABCの辺 AB上に,AD:DB-1:3と なるように点 Dを とり

辺 BC上 にBE IEC-1:4と なるよう|こ点 Eを とる さらに, AEと CDの交点をP

して,BPの延長とACと の交,点をFと するとき,次の問いに答えなさい

(1) AP:PE=  ア :[イ ニ[ウ ]

(2)AF:FC= 工 : オ  カ]

(3)BP:PF= キ | ク :Eケ ]
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□ 下図のように放物線グ=:メ  ①と直線′=″ +4…②がある

①と②のグラフは2点 A(4,8),B(ク,2)で交わっている

ただしαく0で ある このとき,次の問いに答えなさい

(1)点 Bの ″座標 αの値は α=― ア である

(2)点 Aを通り,△OACの面積を2等分する直線の式はν□一□
〓 r,+f; l{r)6.

(3)点 Cは直線②とク軸との交点である 線分 AC上に点 Pを とり,点 Pからク軸に平

行な直線を弓き, この直線と放物線①との交点をQ,″ 軸との交,点 をRと したとこ

ろPR=6QRになる このとき,点 Pの ″座標を′とするとき,

‐言三言∃であな

A(4,8)
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℃1 下図において 直線 ′と線分 AB 直線
`と
線分 DCはそオしぞれ垂直である

また AD=AB=6.DC‐ 4である このとき△ABCを直線 ′と線分 ABが垂直であるこ

とを満たしながら消:線 ′のまわりに 1回転してできる立体の体種は

…

| :左]π である
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